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既存日本的経営システムは、今日その精査を経て、クリーンな製品とサービス、高い製品力

における企業経営と時代性における飛躍という可能性を有することができるものである。 

 

これら勤労性における企業経営が新しい現実における飛躍を可能とすることなのである。

これらは新たな企業システムにおける基盤と基準が、時代という可能性の実現を有するこ

とを意味するものである。 

 

これらは既存日本的経営が、新たな生産性と効率性、企業システムと製品における可能性を

有し、既存基準における飛躍を実現するということならば理解できるはずである。 

 

これらは企業努力が結果を得ることなのである。これらは既存企業の合意という日本的経

営基盤が与える新しい未来であることは理解できるものである。 

 

これらが時代という新しい可能性における企業の参加なのである。これらは誠実さと高い

企業倫理性の与える新しい現実である。 

 

これら既存クリーンな企業経営基準が、新しい時代現実、ゼロエミッションやサーキュラエ

コノミーという現実への参加を有し、企業の完成を与えることができるのである。 

 

これらは高い倫理基準における企業経営という日本的経営が有する新しい未来であり、社

会責任や可能性という未来における新しい現実における企業の選択なのである。 

 

またこれら企業経営の飛躍的向上が与える新しい資本力が与える企業の可能性は、未来へ

の挑戦や新しい現実の創造を可能とできるのである。 

 

また既存企業の開発賢雄環境が与える次世代技術やシステムにおける企業製品は、既存品

質管理における飛躍を時代とともに有するものである。 

 

これらがウサギとカメという既存企業努力が与える新しい未来の相違性なのである。 


